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一般社団法人くまもと禁煙推進フォーラム代表理事 

橋本洋一郎 

Ⅰ．事業の総括 

 くまもと禁煙推進フォーラムは、平成 28年の改組後、4期目の活動年度となった。 

3名の新規会員を迎えた。令和 2年 5月 1日時点で、正会員 36名、一般会員 81名、学生会員

3 名、マスコミ会員 2 名、名誉会員 7 名の計 129 名が構成員となる。会員、正会員、理事会への連

絡はメーリングリストを用いて行った。 

2019 年は任意団体を含め創設 10 周年にあたる節目の年であった。5 月 26 日東京都医師会会

長の尾崎治夫先生をお招きし、くまもと禁煙推進フォーラム 10 周年特別講演会「禁煙推進のこれ

から」を開催した（座長：熊本県医師会会長 福田 稠先生、会場：熊本大学病院山崎記念会館）。

各関係団体、日本で活躍中の方、会員からの寄稿を受け、一般社団法人くまもと禁煙推進フォー

ラム設立 10周年記念誌を作成した（製本とウェブサイトでの公開）。 

http://square.umin.ac.jp/nosmoke/data/10yrissue.pdf 

例年通り、2019 年度も各人が行う教育機関での防煙授業や各自行う講演会活動、論文や学会

での発表の他、熊本大学 大森久光教授が実施するグローバルブリッジジャパンプロジェクト「熊本

県下での健診等の場を活用した組織的な禁煙推進事業の構築」、一般社団法人熊本県保険医協

会のご支援もあり、計 8回のセミナーを開催した。 

2020年1月、熊本大学医学部麻酔科学教室の監修と協力を受け作成した「周術期の禁煙支援」

用の資材を公開した。http://square.umin.ac.jp/nosmoke/shiryo.html 

2020年 3月熊本県知事選挙があり、熊本県知事選挙にあたって喫煙問題についてのアンケート

を実施し、立候補予定の皆様のご回答を開示した（2020.2.27）。 

http://square.umin.ac.jp/nosmoke/data/2020election.pdf 

2018 年改正健康増進法が成立し、2019 年 4 月から飲食店を含め全面施行となった。当会への

期待も大きくなり、公益に資する禁煙活動を行っていくように企画をしていたところ、2020 年 1 月か

ら新型コロナウィルス感染症が全国に急拡大し、2020年 1月～4月の講演会や認定試験は中止を

余儀なくされた。その影響から講演の実績が昨年を下回った。影響はしばらく持続し 2020 年度の

講演活動が大きく減少すると予測される。感染拡大防止のため、リーフレット「新型コロナ流行期の

予防と暮らし方」を公開し、禁煙の重要性を啓発した。 

http://square.umin.ac.jp/nosmoke/material/amabie.pdf 

 2020 年 4 月 22 日ご支援を得て、熊本日日新聞 4 面に全面広告をだし、新型コロナ感染症の緊

急事態宣言にあたって、禁煙の重要性を熊本県民に啓発した。 

 

Ⅱ．組織の運営 

１．会員 



 （１）会員構成 

    令和 2年 5月 1 日時点での、会員構成は以下の通りである。 

正会員（社員）36名、一般会員 81名、学生会員 3名、マスコミ会員 2 名 

名誉会員 7名、計 129名 

 （２）会費支払状況 

    一般会員 9名の会費未収あり（27,600円未収金） 

２．理事会の開催 

  通常理事会を 2回開催した。 

  ①令和元年 5月 26 日（日）熊本大学病院山崎記念会館 

  ②令和 2年 2月 16 日（日）良寛堂薬局 

 

Ⅲ．事業内容 

 令和元年（2019年）度は定款に掲げる以下の事業をそれぞれ実施した。 

 （http://square.umin.ac.jp/nosmoke/2019.html にて公開） 

１．保健、医療、福祉、教育の領域における事業 

事業の内容 実施日 場所 
従事

者数 
受益者対象 

くまもと禁煙推進フォーラム 10周年特別

講演会「禁煙推進のこれから」（第 15 回

くまもと禁煙治療セミナー） 

2019/5/26 
熊本大学病院山

崎記念会館 

20

名 

保健関係・一

般（70名） 

第 17 回くまもと禁煙治療セミナー「精神

科病院の禁煙」を開催 
2019/8/14  

国立病院機構菊

池病院 

10

名 

医療・保健関

係者（34名） 

第 2 回グローバルブリッジジャパンプロ

ジェクトセミナー「受診者や患者の禁煙

支援」（第 16 回くまもと禁煙治療セミナ

ー） 

2019/8/25  
公立玉名中央病

院 

10

名 

医療・保健関

係者（30名） 

異分野交流シンポジウム「人と地球の健

康を守る」 
2019/9/1  

東海大学熊本キ

ャンパス 
6名 

医療・保健関

係（30名） 

第 18 回くまもと禁煙治療セミナー「周術

期の禁煙支援」 
2019/9/7 

国立病院機構熊

本医療センター 
4名 

医療・保健関

係（40名） 

第 3 回グローバルブリッジジャパンプロ

ジェクトセミナー「受診者や患者の禁煙

支援」（第 19 回くまもと禁煙治療セミナ

ー） 

2019/9/21 熊本労災病院 5名 
医療・保健関

係（45名） 

－明日から医療面接が楽しくなる－「動

機づけ面接のすすめ」（熊本県保険医

協会主催）を後援 

2019/11/22 熊本県立劇場 2名 
医療・保健関

係（140名） 

第 4 回グローバルブリッジジャパンプロ 2019/12/21 松島総合センタ 5名 医療・保健関



ジェクトセミナー「受診者や患者の禁煙

支援」（第 20 回くまもと禁煙治療セミナ

ー） 

ー 係（20名） 

教育機関における防煙・禁煙教育 適宜 各学校・施設 
16

名 

41教育機関 

4824名生徒 

医療関係者向けへの講演 適宜 
医療機関・各施

設 

12

名 

38回 

1499名聴講 

一般の方への講演 適宜 各施設 
11

名 

28回 

1643名聴講 

メディアによる取材 適宜 － 
10

名 

7回 

メディア閲覧

者 

 

（補遺）講演記録の内訳と 2009年度から 2019年度までの累計数 

対象 実施回数 参加人数 
（累計） 

実施回数 

（累計） 

参加人数 

教育機関 

小学校 16 1,112 241 16,643 

中学校 18 2,672 178 31,336 

高校 4 780 84 21,757 

大学 3 260 70 10,282 

専門学校他 0 0 106 5,847 

（教育機関合計）  41 4,824 679 85,865 

市民 28 1,643 229 16,172 

医療関係者 38 1,499 420 28,176 

（全体総合計） 107 7,966 1,328 130,213 

 

２．広く社会への情報提供と啓発を図る事業 

事業の内容 実施日 場所 
従事

者数 
受益者対象 

改正健康増進法に伴う医療機関の敷地

内禁煙について情報提供。企業の喫煙

対策の参考として「KDS（熊本県内企

業）の禁煙プロジェクト」（改訂版）を公

開。 

2019/5/17  ウェブサイト 2名 
全国（無償利

用） 

単科精神科病院における敷地内禁煙の

取り組み（改訂版）を公開 
2019/5/30 ウェブサイト 4名 

全国（無償利

用） 



職場や学校における禁煙推進への理解

のための配布資料公開 
2019/7/28 ウェブサイト 

10

名 

全国（無償利

用） 

「禁煙資料館」における資料公開 終日 ウェブサイト 5名 
全国（無償利

用） 

喫煙防止（防煙）に関する授業受付 適宜 各学校・施設 1名 県内教育機関 

タバコに関する講演受付 適宜 
医療機関・各施

設 
2名 県内施設 

受動喫煙の曝露の程度を測定する事業 適宜 各施設 1名 県内施設 

きれいな空気ロゴマークの利用 適宜 － 2名 全国 

すわんけん（イラスト、着ぐるみ）の利用 適宜 － 2名 全国 

 

３．学術、研究及び人材育成に関する事業 

（１）事業の内容（論文発表） 
従事

者数 
受益者対象 

橋本洋一郎．改正健康増進法(受動喫煙防止法) ７月１日より医療機関

は原則敷地内禁煙．JSA News.第 58号、2019、pp19-20 
1 全国 

内田友二，首藤恵子，堀尾福子，徳冨直史．新型タバコ煙はヒトマクロフ

ァージ由来のケモカイン産生を増加させる．アレルギーの臨床.39(8), 

p691-695 

1 全国 

橋本洋一郎．医療機関の敷地内禁煙化を ．全国保険医新聞.第 2809 号

(2019年 12月 15日) 
1 全国 

橋本洋一郎．日本でも脳梗塞患者で smoker’s paradox を否定．Medical 

tribune.2020年 3月 6日、pp1-6 
1 全国 

藤田貴子、馬場園明、原野由美、姜鵬． Influence of Occupational 

Background on Smoking Prevalence as a Health Inequality Among 

Employees of Medium- and Small-Sized Companies in Japan. Population 

Health Management. Volume: 23 Issue 2.183-193 

1 全世界 

 

（２）事業の内容（学会発表） 
従事

者数 
受益者対象 

①藤田貴子．職場背景からみた労働者の喫煙率について．第 9回医療

福祉経営マーケティング研究会学術集会（福岡市、3月 16日） 
1 全国 

②永田佳子．保険事業の推進に向けたビッグデータの活用．協会けんぽ

調査研究フォーラム（一橋大学一橋講堂、5月 16日） 
1 全国 

③佐藤英明．特別シンポジウム：精神科での禁煙化推進「受動喫煙防止

活動が開始され、最終的に敷地内禁煙が達成された事例」．第 8回日本

精神科医学会学術大会（札幌コンベンションセンター、7月 5日） 

1 全国 



④藤田貴子、馬場園明、姜鵬．Evaluation of factors affecting the 

maintenance of smoking cessation among individuals in Japan．TID 

(Tobacco Induced Diseases) 15th Annual Conference（東京国立がん研究

センター、10月 13日） 

1 全国 

⑤佐藤英明．敷地内禁煙化後の近隣施設の苦情対応から．第 13回日本

禁煙学会学術総会（山形テルサ、11月 3日） 
1 全国 

 

（３）事業の内容（その他） 実施日 場所 
従事

者数 
受益者対象 

特記事項なし 

 

４．会員相互の交流、連絡、親睦を図る事業 

事業の内容 実施日 場所 
従事

者数 
受益者対象 

メーリングリストによる情報提供と意見交

換 
終日 

インターネット（ク

ローズド） 
3名 法人会員 

オフ会（親睦会）開催 2019/12/22 
ヨーロッパ食堂ジ

ュール 

18

名 
参加者 

 

５．前各号に付帯する一切の業務 

事業の内容 実施日 場所 
従事

者数 
受益者対象 

日本禁煙学会熊本県支部と共同活動 終日  
10

名 

日本禁煙学会

会員 

グローバルブリッジ in くまもとと共同活

動 
終日  

10

名 

熊本県内医療

保健従事者 

 

以上 


